
広 報

市民の うごき

人口 38，850人 (3月31日現在)

男 18，540人 一76

女 20，319人 -79 

世帯数 11 ，670世帯 -41 

面 積 240.93平方キロメ ー トル

発行大洲市役所 編集市長公室

市民憲章

生産に励み、豊かな家庭と

郷土を築 く

0新時代にふさわしい技術を身につける

0たえず、経営研究に励み、合理化につ

とめる

昭和55年
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5月の納税

軽自動車税(全期)



おおず咽(2)ー

大
洲
市
議
会
議
長

広報

こ
の
た
び
、
市
議
会
の
議
長
改
選
に
あ
た

り
、
は
か
ら
ず
も
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
議
長
の
要
職
に

つ
く
こ
ど
に
な
り
ま
し

た
。
誠
に
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
あ
り
ま
し
て

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

A
7
更
な
が
ら
、
職
務
の
重
責
と
使
命
の
重

大
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
微
力
な
が
ら
最

善
を
尽
し
て
、
職
務
の
遂
行
に
遁
進
い
た
す

べ
く
心
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
も
と
よ
り
若
輩
未
熟
も
の
で
、
は

た
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
い
う

る
か
、
懸
念
い
た
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
市
政
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
全
力
投
球
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。私

は
、
昭
和
四
十
一
年
を
最
初
に
市
議
会

に
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
以
来
、
「
市
政
に

若
い
人
の
声
を
反
映
さ
せ
、
市
民
ひ
と
り
ひ

ーー 昭和55年4月20日

泉

系な

文

と
り
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
」
こ

と
を
基
本
理
念
と
し
て
、
更
に
は
、
前
議
長

の
理
念
で
あ
る
、
「
円
満
な
る
議
会
運
営
と
市

民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
立
場
に
た

っ
た
公
正
な

る
市
政
の
推
進
」
を
継
承
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

し
か
し
、
本
市
の
前
途
に
は
、
国
道
バ
イ

パ
ス
、
公
共
下
排
水
道
対
策
、
地
域
農
政
の

推
進
、
市
庁
舎
改
築
等
幾
多
の
問
題
が
山
積

み
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
従
って、

市
議
会
に
対
す
る
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
も

大
き
く
、
議
会
に
諜
せ
ら
れ
た
責
任
も
重
か

っ
大
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
に
と
り
ま
し
で
、
昭
和
五
十

五
年
は
、
八

0
年
代
に
向
っ
て
大
き
く
羽
ば

た
く
第

一
年
目
と
し
て
、
極
め
て
有
意
義
な

年
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
執
行
機
関
と
相

協
調
し
努
力
精
進
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
。何

卒
な
お

一
層
の
ご
指
導
ご
べ
ん
た
つ
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

大
洲
市
議
会
副
議
長

稲

葉

こ
の
た
び
、
は
か
ら
ず
も
皆
様
の
御
推
挙

を
得
ま
し
て
、
副
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
身
に
あ
ま
る
光
栄

に
存
じ
感
激
い
た
し
て
お
り
ま
す
と
同
時
に

そ
の
任
務
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
幸
い
人
格
識
見
と
も
に
卓

越
さ
れ
た
小
泉
議
長
の
も
と
に
同
僚
議
員
各

位
の
ご
べ
ん
た
つ
を
は
じ
め
市
民
各
位
の
絶

大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
、
こ
の
職
貨
を
全
う

い
た
し
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か

格
別
の
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
し
て
、
副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に

玉

木

道

輝

氏

本
市
の
新
し
い
行
政
相
談
委
員
に
四
月

一

日
付
で
、
玉
木
道
輝
氏

(北
只
)
が
行
政
管

理
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
行
政

の
苦
情
の
相
談
に
応
じ
、
行
政
管
理
庁
や
関

ヲミ
朋

活
力
に
満
ち
た
住
み
よ

い
郷
土
を
め
ざ
し
て

「新
広
域
市
町
村
圏
計
画
」
決
ま
る

大
洲
市

・
八
幡
浜
市
ほ
か
三
郡
で
組
織
し

て
い
る
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
で
は
、
「
新
広

域
市
町
村
圏
計
画
」
を
こ
の
ほ
ど
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
新
広
域
計
画
は
、
「
第
三
次
全
国
総
合

開
発
計
画
」
に
盛
-
ら
れ
て
い
る
定
住
構
想
の

趣
旨
に
沿
い
、
こ
の
地
域
の
総
合
的
環
境
の

整
備
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

計
画
の
内
容
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、

実
施
計
画
の
三
部
門
か
ら
な

っ
て
お
り
、
基

本
構
想
は
、

二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た
こ
の

地
域
の
発
展
の
将
来
図
と
施
策
の
大
綱
を
、

基
本
計
画
は
、
向
う
十
年
間
の
、
自
然
、
生

活
、
生
産
環
境
の
整
備
計
画
を
、
実
施
計
画

は
、
基
本
計
画
に
定
め
た、

三
ヶ
年
の
事
業

計
画
を
、
定
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
計
画
を
、
立
て
る
に
当
っ
て
は
、
住

係
機
関
に
取
り
継
ぐ
な
ど
し
て
、
そ
の
解
決

を
促
進
し
て
い
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
苦
情
や
ご
意
見
の
あ
る
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
は
、
相
談
ご
と
案
内

(8
頁
)
の

と
お
り
で
す
が
、
急
が
れ
る
時
は
、
電
話
、

手
紙
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ど
う
ぞ。

連
絡
先
電
話
ぬ

T
三
七
九
四

民
意
識
調
査
(
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た

ほ
か
、
圏
内
の
各
界
代
表
者
に
よ
る
策
定
委

員
会
(
二
十
名
)
を
結
成
し
て
、
ご
意
見
や

指
導
を
受
け
て
作
り
ま
し
た
。

圏
域
の
将
来
図
と
し
て

付

圏
域
中
心
都
市
へ
の
三

O
分
交
通
体

系
の
整
備

け

広
域
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
事
長
未
の
開

設ω
第

一
次
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
発

展
の
地
域

岡
山
、
川
、
海
の
自
然
環
境
を
生
か
し

た
大
規
模
公
園
の
建
設

ω
健
康
と
幸
せ
が
保
障
さ
れ
る
圏
域

内

明
る
い
社
会
連
帯
意
識
で
結
ぼ
れ
る

圏
域

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

総
事
業
費

三
千
九
百
七
十

一
億
四
千
九

百
万
円
と
な
っ
で
お
り
、
施
設
計
画
で
は

大
洲
市
に
、
農
業
大
学
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー

盲
人
セ
ン
タ
ー
、
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

活
力
に
満
ち
た
住
み
よ
い
大
洲
市
の
建
設

を
め
ざ
し
て
、
こ
の
計
画
が
着
実
に
実
行
で

き
ま
す
よ
う
、
市
民
の
か
た
が
た
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

毎
月

一
日
は

「省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
日
で
す
。

石
油
消
費
節
約

7
事
券
』
達
成
す
る
た

め
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
御
協
力
下
さ
い



ハU
円
〆
U

H
円

A
せ

戸
い
'日

山

は

、

川

川

a
H付
で
、
.
一
-
-
一
名
の
人

W
2
u
(一
朗
を
発
令
し
ま
し
た
。

こ
の
見
動
は
、
こ
れ
か
ら
の
山
政
遂
行
に

対
応
す
る
た
め
、
職
ハ
以
を
適
材
適
所
に
配
位

し
た
も
の
で
す
。

特
色
と
し
て
は
、
総
務
部
に

「川
和
対
策

ぷ
」
を
、
開
発
部
に

「住
築
住
宅
法
」
を
新

ぷ
し
て
、

よ
り
品
川
h
M
な
執
行
体
制
を
凶
り
ま

し
た
。ま

た
1

教
育
委

μ会
に
は
「
川
和
救
出
リ
法
」

と
「
保
健
体
お
け
諜
」
を
設
け
、
教
育
行
政
の

推
進
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
む
、
見
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
カ
ッ

コ
内
は
旧
任
)

V
大
洲
病
院
引
務
長
心
得
栗
山
康
丸

(保

険
術
生
課
長
)

V
保
険
衛
生
課
長
谷
川
稔

昨

(品
業
K
L小
課
長
)

V
同
和
対
策
深
長

橋
田
輝
雄
(
建
設
諜
主
幹
)

V
内
山
政
課
長

山
本
弥
存
度

(財
政
課
主
幹
)
V
農
地
開
発

課
長
菊
池
久
(
内
山
政
謀
長
)

V
農
業
土
木

謀
長
辻
忠
児
(
建
設
諜
主
幹
)

V

M

川
市
整

備
課
長
石
出
正
雄
(
都
市
整
備
諜
主
幹
)

V
建
築
住
宅
課
長
元
岡
達
郎

(郎
市
整
備

謀
長
)
V
同
利
教
育
課
長
牒
足
正
巡

(中

央
公
民
館
長
)
V
保
健
体
育
課
長
藤
本
恒

明
(
社
会
教
育
課
長
)
V
社
会
教
育
課
長
兼

中
央
公
民
館
長
村
本
喜
計
(
総
務
課
主
幹
)

V
総
務
謀
長
補
佐
兼
人
事
係
長
堀
口
繁

(

福
祉
事
務
所
次
長
)
V
総
務
謀
長
補
佐
理
交

通
安
全
文
忠
係
長
石
山
満
州

(愛
媛
県
派

市
の
職
員
異
動

おおずー(3)一広報

造
職
此
)
V
山
日
比
課
長
補
位
校
.
ハ
ノ
符
係
長

村
上
恒
夫

(市
以
北
引
は
M
山
J

門

μ状
.
ド
符
係

長
)

V
同
和
対
策
課
長
補
佐
荻
調
笠
係
長

中
野
賢
一
.
(
税
務
税
収
務
専
門
以
兼
市
以
税

第

一
係
長
)

V
段
業
土
木
課
長
補
佐
兼
農
業

土
木
第
一
係
長
品
川
桁
3

(

州
民
業
上
木
球

技
術
咋
門
此
兼
段
業
上
木
第

a

係
長
)
V
商

工
観
光
課
長
補
佐
片
山
市

(ハ，
r
校
教
育
課

長
補
佐
)
V
建
設
法
長
補
佐
浅
肝
始
(
門
医

業
土
木
課
長
補
佐
)
V
建
設
課
長
補
佐
中

肝
克

(忠
政
課
長
補
佐
)

V
仰
い
巾
整
備
課
長

補
佐
州
良
一
日
引

(市
長
公
室
次
長
)
V
挫

築
住
宅
課
長
補
佐
治
小
作
理
係
長
欠
肝
広
生

(仰
山
整
備
課
長
補
佐
)

V
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
次
長
兼
庶
務
係
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
予

防
係
長
中
肝
光
恭
(
商
工
観
光
課
長
補
佐
)

V
学
校
教
育
謀
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長

朝
日
安
男
(
市
民
謀
長
補
佐
)
V
同
和
教
育
課

長
補
佐
噌
杏
日
引
(
社
会
教
育
課
長
補
佐
)

V
保
健
体
育
成
長
補
佐
校
保
健
体
育
社
会
体

育
係
長
松
井
英
パ
(
小
央
公
以
館
副
館
長
)

V
社
会
教
育
法
長
補
佐
久
保
川
川
幸
(
主

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
次
長
)

V
U
Jに
栄
作
'
芳
J
F
リ
i
僚
に
い

Jに
系
一
定
ド
ア
司

司

l
I
L
--
dτ

iJ
4
i
・H
l
J
L
1
4川

1
1
L
Jド
I
工

コ
ノ
ゎ
ド

利
信

(行
川
述
給
所
長
)
V
保
険
衛
生
課
事

務
咋
門
以
兼
公
生
日
係
長
長
山
的
勝

(保
険

衛
生
課
公
有
係
長
)

V
平
肝
述
給
所
告
は
M
山
J

門
以
所
長
内
山
安
俊
(
平
野
連
絡
所
長
)

V
市
長
公
室
企
画
係
長
大
塚
忠
男

(肱
北

公
民
館
係
長
)

V
税
務
課
市
民
税
第

一
係
長

武
山
勝
利
(
税
務
課
主
査
)

V
福
祉
事
務
所

施
設
係
長
引
石
隆
舟
(
福
祉
事
務
所
主
査
)

V
同
和
対
策
課
業
務
係
長
刷
江
泰
幸

(伺

祉
事
務
所
民
生
係
長
)
V
農
政
課
農
業
梢
造

改
持
出
.
一係
長
州
肝
茂
郎
市
民
政
課
、
巳

査
)

V
良
地
開
発
課
開
発
第
二
係

長

谷

木

一栄作

(尚
仁
観
光
課
観
光
係
長
)
V
農
地
開

発
深
開
発
節
問
係
長
矢
野
宇

(民
地
開
発

ぷ
ヒ
査
)

V
商
工
観
光
課
観
光
係
長
但
阿

国
泰

(福
祉
事
務
所
保
護
係
長
)

V
建
設
課

作
即
応
川

一係
長
新
多
勉

(市
長
公
室
広
知

山
聴
係
長
)
V
仰
い
巾
盤
的
川
州
事
業
前
.
係
長

小
泉
勝
川

(内山業
K
L小
法
巨
木
ハ
)

V
加
山

終
附
減
作
用
係
長
大
野
卑
一
(
社
会
教
行

法
社
会
体
育
係
長
)

V
迷
築
住
宅
水
建
築
係

長
浜
林
保

(阿
川
市
町
佐
備
課
建
築
係
長
)

V

同
利
教
育
課
同
和
教
育
係
長
点
、
出
苧
仁

(

内
山
地
開
発
ぷ
開
発
第
二
係
長
)

V
肱
北
公
以

館
係
長
凶
山
並
雌
(
教
委
総
務
課
主
査
)

V
出
久
米
連
絡
所
長
新
喜
久
三
(
心
十
校
給

食
セ
ン
タ
ー
主
査
)

V
菅
団
連
絡
所
長
石

間
重
利
(
市
民
謀
市
民
第

一
係
長
)

V
農
業
土
木
課
主
査
梶
原
明
敏
(
農
業
土

木
梨
技
師
)

V
財
政
課
主
査
浜
田
達
実
(

財
政
課
主
事
)

V
税
務
課
主
査
大
田
孝

一

(
税
務
諜
主
事
)
V
都
市
整
備
課
主
査
土

井
恒
雄
(
都
市
整
備
謀
主
事
)

V
市
長
公
室
山
田

一
昭
(
税
務
諜
)

V
税

務
課
池
出
至
子
(
大
洲
地
区
広
域
消
防
事

務
組
合
)

V
税
務
課
是
沢
徳
明
(
総
務
部

V
税
務
課
森
岡
照
久
(
保
険
衛
生
課
)

V

税
務
課
松
田
真
(
社
会
教
育
諜
)

V
市
民

諜
西
岡
典
チ
(
大
洲
病
院
)
V
福
祉
事
務

所
鷹
尾
正
チ
(
喜
多
保
育
所
主
任
保
母
)

V
福
祉
事
務
所
山
本
ミ
ナ
エ

(
社
会
教
育

諜
)

V
宿
祉
事
務
所
城
戸
秀
光
(
水
道
諜
)

V
福
祉
事
務
所
川
野
成
明
(
水
道
諜
)

V

大
洲
学
園
後
藤
秀

一
(
開
発
部
)
V
農
政

訴
堀
泰
男
(
農
業
委
員
会
)
V
農
地
開
発

諜
他
岡
義
弘
(
市
民
税
)

V
農
地
開
発
課

出
的
公
岡
山
(
税
務
課
)

V
民
地
開
発
課
石

丸
山
似
時
(
農
業
土
木
課
)

V
農
業
上
木
課

ド
附
節
久
(
建
設
諜
)

V
農
業
土
木
課
池

ゾ
利
一
他
(
都
市
整
備
課
)

V
農
業
土
木
諜

山城い
'良

一
(
建
設
課
)

V
品
業
土
木
深
山

石
良
.

(内
山
地
問
先
訓
)

V
山培
技
法
村
'いし

万
邦

(農
業
土
木
課
)

V
娃
築
住
宅
課
利

川
間

(郎
市
整
備
課
)
V
本

道

課

柳
原
行

雌

(州
一
同
地
開
発
諜
)

V
本

道

泌

神
一江
崇

(

財
政
課
)

V
農
業
委
此
会
川
山
茂
寿

(大

洲
…
下
回
)

V
保
健
体
育
課
松
岡
千
恵
子
(

福
祉
事
務
所
)

V
社
会
教
育
課
二
宮
貞
幸

(
中
央
公
民
館
)
V
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

士
制
明
(
福
祉
事
務
所
)
V
大
洲
病
院
辻
陥

子
(一
机
祉
事
務
所
)
V
大
洲
病
院
向
井

一
代

(大
洲
小
学
校
)
守
大
洲
地
区
広
域
消
防
事

務
組
合
田
村
ア
イ
子
(
税
務
課
)

V
喜
多

保
育
所
主
任
保
母
附
田
持
子
(
福
祉
事
務

所
)

V
大
洲
保
育
所

二
古
シ
ズ
チ
(
徳
森

保
育
所
)

V
大
洲
保
育
所
祖
母
井
葉
f

T

(

:
一
非
保
育
所
)
V
大
洲
保
育
所
小
川
県
チ

(
巣
津
保
育
所
)
V
肱
南
保
育
所
小
川
町
弘

チ
(
喜
多
保
育
所
)
V
喜
多
保
育
所
大
藤

美
代
チ
(
三
善
保
育
所
)
V
喜
多
保
育
所

久
保
妙
美
(
大
洲
保
育
所
)

V
喜
多
保
育
所
)

大
石
あ
い
(
新
谷
保
育
所
)

V
喜
多
保
育

所
矢
畑
恵
美
子
(
大
洲
学
園
)

V
喜
多
保

育
所
大
山
真
理
チ
(
新
谷
保
育
所
)

V
肱

北
保
育
所
治
本
佳
チ

(
徳
森
保
育
所
)
V

徳
森
保
育
所
作
田
弥
生
(
柳
沢
保
育
所
)

V
徳
森
保
育
所
菊
池
静
江
(
喜
多
保
育
所

V
徳
森
保
育
所
沖
野
富
子

(大
洲
学
園
)

V
徳
森
保
育
所
鈴
木
ま
る
み
(
大
洲
保
育

所
)
V
菅
田
保
育
所
谷
杢
本
子
(
大
洲
学

悶
)
V
菅
田
保
育
所
奥
野
路
(
大
洲
保
育

一川
)
V
柳
沢
保
育
所
森
岡
孝
江

(
徳
森
保

育
所
)
V
柳
沢
保
育
所
新
川
千
代
チ

(粟

津
保
育
所
)
V
新
谷
保
育
所

矢
野
笑
加
(

徳
森
保
育
所

)
V
.
弄
似
育
所
久
保
友
伐

(喜
多
保
育
所
)
V
粟
津
保
育
所
小
町
-一

重
チ

(肱
南
保
育
所
)

V
粟
作
保
育
所
行

本
利
子
(
上
須
戒
保
育
所
)
V
上
須
戒
保
育

所
窪
田
哲
チ
(
粟
津
保
育
所
)

V
徳
森
保

育
所
消
中
祥
子
(
三
善
保
育
所
)

V
粟
津

保
育
所
富
永
綾
子
(
菅
田
保
育
所
)

V
大

洲
学
園
大
野
節
子
(
大
洲
保
育
所
)

V
大

洲
学
園

三
井
喜
美
(
肱
北
保
育
所
)

V
久

米
幼
稚
園
亀
井
民
子
(
大
洲
幼
稚
園
)

V

喜
多
幼
稚
園
高
橋
育
子
(
久
米
幼
稚
園
)

V
大
洲
南
中
学
校
河
野
寅
行
(
開
発
部
)

V
大
洲
束
中
学
校
平
塚
フ
キ
チ
(
喜
多
保

育
所
)

V
大
洲
小
学
校
松
下
恵
(
大
洲
中

学
校
)
V
都
市
整
備
課
西
岡
道
泰
(
新
規

採

用

)

計

一
一
三
名

退

職

者

(
八
名
)

塞
疋
一
郎
(
大
洲
病
院
事
務
長
)
吉
田
定
則

(農
地
開
発
謀
長
)
入
野
数
雄
(
総
務
課
長

補
佐
)
谷
野
武
志
(
南
久
米
連
絡
所
事
務
専

門
員
兼
所
長
)
喜
多
岡
二
郎
(
福
祉
事
務
所

係
長
)
渡
辺
正
利
(
大
洲
病
院
)
岡
田
米
香

(一下
校
給
食
セ
ン
タ
ー
)
藤
沢
容
子
(
喜
多

給
食
セ
ン
タ
ー
)
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l

名
に
よ
り
、
陸
上
競
技
場
横
三
千
平
方
メ

ー
ト
ル
に
、
御
下
賜
金
の
五
葉
の
松
、
楠
八

本
、
そ
れ
に
大
洲
市
の
花
木
つ
つ
じ
一一
百
本

桜
百
本
が
植
樹
さ
れ
、
盛
会
裡
に
終
り
ま
し

た
。

大
洲
市
総
合
運
動
公
園
で
実
施

国土緑化愛媛県植樹祭
サ
ン
ロ
ー
ド
本
町
オ
ー
ブ
ン大

洲
本
町
一
丁
目
商
庖
街

去
る
三
月
一
干
目
、

し
、
歩
行
者
と
車
の
区
分
が
お
こ
な
わ
れ
、

サ
ン
ロ

l
ド
本
町
が
装
歩
道
に
ア
ー
ケ
ー
ド
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

い
を
新
た
に
オ
ー
プ
ン
こ
れ
に
よ
り
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
安

し
ま
し
た
。

心
し
て
楽
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
街

昨
年
の
十
月
よ
り
改
と
な
り
ま
し
た
。

装
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
な
お
、
こ
の
商
屈
街
改
装
工
事
は
、
中
町

四

・
五
メ
ー
ト
ル
の
車

一
丁
目
に
次
い
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
ま

道
両
側
に
、

一
・
五

メ

た

、
末
広
町
の
新
装
オ
ー
ブ
ン
も
真
近
に
辿

|
ト
ル
の
歩
道
が
完
成

っ
て
い
ま
す
。

電11J1静

国
土
緑
化
運
動
の

一
環
で

あ
る
愛
媛
県
植
樹
祭
が
、
三

月
二
十
七
日
に
大
洲
総
合
運

動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
土
緑
化
愛
媛
県
推
進
委

員
会
と
大
洲
市
の
主
催
の
こ

の
植
樹
祭
に
は
、
愛
媛
県
知

事
を
は
じ
め
愛
媛
崇
綜
組

合
連
ぷ
ロ
会
長
な
ど
多
数
が
来

賓
と
し
て
出
席
し
、
育
樹
と

愛
林
の
精
神
に
よ
り
、
緑
の

生
き
て
い
る
郷
土
づ
く
り
に

努
め
て
下
さ
い
と
、
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
‘
つ
い
て
、
緑
の
ハ
手
団

七
十
名
と
大
洲
小
学
校
児
童

お
よ
び
地
元
関
係
者
三
百
五

H

'
・J向
白
ぶ
ワ
制
ぬ
白
、
‘ 城

新山
!日

し生
い 里

ノス、

遊畠
具巨

城
山
の
児
童
遊
園
地
に
、
こ
の
ほ
ど
、
ク

ラ
イ
ン
グ
、
不
ッ
ト
円
筒
く
ぐ
り
な
ど
十
一
種

類
の
遊
具
を
組
合
せ
た
遊
具
シ
ャ
ト
l
が
完

成
し
ま
し
た
。

こ
の
真
新
し
い
遊
共
は
、

日大
洲
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
設
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
寄

贈
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
時
計
、

既
設
遊
具
の
ペ
ン
キ
喰
装
賀
と
修
理
貨
を
寄

附
し
て
、
年
間
三
万
五
千
人
の
チ
ピ
y
子
が

利
用
し
て
い
る
城
山
児
童
公
園
は
、
生
ま
れ

変
っ
た
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

三
月
二
十

一
日
に
行
な
わ
れ
た
同
施
設
の

オ
ー
ブ
ン
式
に
は
、
市
内
保
育
所
園
児
七
十

名
が
使
い
初
め
を
し
、
感
謝
の
歓
声
に
わ
き

ま
し
た
。チ

ャ
リ
テ
ィ
ー

ウ
ォ

l
ク

大
洲
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
l
ウ
ォ

l
ク
大
洲
大
会
が
、

今
年
も
五
月
二
十
五
日
(
日
)
、県
、
市
、
愛

媛
新
聞
社
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
競
技
で
は
な
く
、
歩
く
楽

し
さ
の
中
で
健
康
司
つ
く
り
運
動
を
展
開
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
小
さ
な
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
山
由
な
服
装
で
、
家
族
ぐ
る
み

職
場
ぐ
る
み
で
ぜ
ひ
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

O
日
時
五
月
二
十
五
日
(
日
)
受
け
付

け

午

前

九
時
、
ス
タ
ー
ト
午
前
十
時

(
雨
天
の
場
合
は
六
月

一
日
)

二
輪
車
は
昼
間
も

H

ラ
イ
ト
ο

を
つ
け
よ
う

二
輪
車
は
、
大
型
車
や
普
通
車
の
運
転
者

か
ら
見
一
泊
さ
れ
や
す
い
の
で
、
畳
間
も
「
ラ

イ
ト
」
を
点
燈
し
て
走
り
ま
し
ょ
う
。

ラ
イ
ト
を
点
燈
す
る
こ
と
に
よ
り
、

O
速
く
か
ら
確
認
で
き
、
二
輪
車
の
位
置
、

距
離
、
速
度
が
わ
か
り
や
す
い
。

O
左
折
車
両
の
サ
イ
ド
ミ
ラ
l
に
二
輪
車
の

ラ
イ
ト
が
映
り
、
巻
き
込
み
事
故
か
ら
身

を
守
る
。

な
ど
、

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
に
大
き

な
効
果
が
期
け
で
き
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
も
忘
れ
な
い
で
/

O
集
合
場
所
肱
川
緑
地
公
園
(
鉄
橋
下
)

O

コ
l
ス

肱

川
緑
地
公
園
1
遊
覧
道
路

1
如
法
寺
i
冨
土
橋
1
臥
竜
山
荘
1
肱

南
グ
ラ
ン
ド

1
肱
川
堤
防
1
城
山

1
市

民
会
館
(
約
五

・
五
キ
ロ
)

O
参
加
記
念
品
、
参
加
者
全
員
に
、
グ
リ

ー
ン
パ
ッ
ク
(
お
部
屋
で
育
て
る
小
さ

な
花
壇
)
、記
念
ワ
ッ
ペ
ン
、
認
定
証

O
お
問
い
合
せ
先
市
教
委
保
健
体
育
課

ま
た
は
愛
媛
新
聞
大
洲
支
局

O
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
に
百
円
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
募
金
を

お
願
い
し
、
集
ま
っ
た
お
金
は
市
の
社

会
福
祉
に
役
立
て
ま
す
。

※
今
回
か
ら
参
加
申
込
み
方
法
は
と
り
ま
せ

ん
。
だ
れ
で
も
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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に
当
た
り
、
同
和
教
育
関
係
者
が

一
堂
に
会

し
て
、
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
国
民

的
課
題
と
し
て
取
り
組
む
同
和
教
育
の
画
期

昭
和
四
十
五
年
九
月
六
的
な
前
進
を
目
的
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

洲
市
同
和
教
育
研
究
協
議
大
会
に
は
、
市
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、

会
を
結
成
以
来
、
全
地
区
小
中
学
校
、
公
民
館
及
び
各
種
団
体
な
ど
二

公
民
館
単
位
に
同
和
教
育
百
五
十
名
が
出
席
し
、
就
学
前
同
和
教
育
、

研
究
協
議
会
を
設
け
、
研

学
校
同
和
教
育
、
社
会
同
和
教
育
の
三
分
科

究
と
実
践
を
か
さ
ね
国
民
会
に
別
れ
真
剣
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

的
課
題
と
し
て
、
次
第
に
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
今
後
の
課
題
と
し

浸
透
し
て
い
ま
す
が
、
そ
で
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

の
前
途
に
は
、
ま
だ
い
ろ
差
別
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
の
は
何
と

い
ろ
な
問
題
が
残
っ
て

い

い

っ
て
も
家
庭
や
地
域
社
会
で
す
。
そ
の
地

ま
す
。

域
社
会
で
の
住
民
意
識
を
ど
う
変
え
て
い
く

本
大
会
は
、
同
和
対
か
が
、
同
和
教
育
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

策
事
業
特
別
措
置
法
施
行
し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は
、
や
や
も
す

十
年
を
終
了
し
、
更
に
同
る
と
逃
避
意
識
の
強
い
地
域
住
民
に
対
し
、

法
三
ヶ
年
延
長
の
初
年
度
正
し
い
同
和
問
題
を
理
解
さ
せ
る
に
は
ど
う

も
う
少
し
、
く
わ
し
く
み
る
と
、
こ
の
よ

う
に
し
い
た
げ
ら
れ
た
人
々
の
中
で
も
、

一

般
的
に
、
え
た
は
ひ
人
の
上
と
さ
れ
、
生
産

に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
(農
業
に

は
ほ
と
ん
ど
た
ず
さ
わ
れ
な
か

っ
た
)

一
生

そ
の
身
分
か
ら
は
な
ら
れ
ず
、
子
孫
も
同
じ

身
分
と
さ
れ
、
ひ
人
は
そ
の
下
と
さ
れ
な
が

ら
「
足
抜
き
」
が
許
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、

も
と
の
失
刀
に
も
ど
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
互
い
に
反
ぱ
つ
さ
せ
る

よ
う
に
し
む
け
る
と
共
に
、
こ
の
人
達
を
統

率
す
る
頭
に
は
、
武
士
や
豪
族
の
出
に
由
来

す
る
者
や
、
浪
人
な
ど
を
あ
て
る
こ
と
も
多

く
、
名
字
、
帯
万
を
許
し
た
り
も
し
た
の
で

す
れ
ば
よ
い
か
、
こ
の
た
め
に
は
、
も
う
理

論
の
時
代
は
終
っ
て
、
今
日
で
は
地
域
住
民

一
人

一
人
が
差
別
の
現
実
を
知
り
、
差
別
の

解
消
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
、
取
り
組

ん
で
ゆ
く
姿
勢
が
必
要
で
あ
り
、
問
題
の
本

質
を
住
民

一
人

一
人
が
正
し
く
理
解
し
て
い

け
る
よ
う
な
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。同

和
教
育
に
取
り
組
む
以
上
、
責
任
の
あ

る
弛
ゆ
ま
な
い
、
徹
底
し
た
同
和
教
育
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
け
る
同
和
教
育
が
、
問
題

解
決
の

一
つ
の
鍵
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
同
和
教
育
は
、
社
会
と
学

校
と
が

一
体
と
な
っ
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
社
会
教
育
が
学
校
教
育
よ
り
先

行
す
る
実
践
が
あ

っ
て
こ
そ
学
校
教
育
の
基

盤
と
し
て
の
役
割
が
果
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

す
か
ら
、
農
・
工
・商
に
対
す
る
と
問
機
な
意
生
的
で
あ
っ
た
り
、
苦
し
い
仕
事
で
あ
っ
た

図
か
ら
の
支
配
の
し
く
み
だ

っ
た
の
で
す
。

り
、
人
に
に
く
ま
れ
た
り
す
る
の
で
き
ら
わ

次
に
部
落
の
人
達
と
職
業
の
こ
と
に
つ
い
れ
て
い
ま
し
た
。

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
武
士
の
持
つ
武
器
そ
こ
で
支
配
者
た
ち
は
こ
れ
ら
の
仕
事
を

や
武
具
に
は
多
く
の
皮
製
品
が
必
要
で
し
た
最
下
層
の
部
落
の
人
々
に
お
し
つ
け
、
そ
の

が
、
こ
の
皮
製
品
を
作
る
こ
と
は
牛
馬
の
処
仕
事
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
む
け
て

理
と
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。
又
、
こ
の
頃
に
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
住
む
所
を
決
め

は
道
路
交
通
が
発
達
し
、
重
い
荷
物
を
運
ぶ
て
、
そ
こ
か
ら
動
く
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う

苦
し
い
仕
事
が
必
要
で
し
た
。
又
、
人
口
が
に
し
、
こ
れ
ら
の
仕
事
を
す
る
部
落
を
作
っ

多
く
な
る
と
犯
罪
者
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
て
い
っ
た
の
で
す
。

直
接
犯
人
を
と
ら
え
た
り
、
刑
を
と
り
お
こ

な
っ
た
り
す
る
仕
事
も
ふ
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
仕
事
は
重
要
な
仕
事
で
あ

っ
た

の
で
す
が
、
反
面
そ
の
当
時
と
し
て
は
非
衛

重
要
課
題
で
あ
る
魂
の
教
育
、
幼
児
教
育
を

完
成
さ
せ
る
た
め
の

一
つ
の
き
め
手
と
な
る

で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
大
会
で
は
社
会
教
育
の

重
要
性
を
痛
感
し
、
同
和
教
育
の
推
進
母
体

で
あ
る
各
同
和
教
育
研
究
協
議
会
を
中
心
に

各
種
機
関
団
体
と
連
絡
を
密
に
し
て
、
延
長

一二
ヶ
年
に
向
っ
て
同
対
審
答
申
を
再
確
認
し

つ
つ
、
全
市
民
が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て

意
欲
を
新
た
に
し
て
同
和
教
育
の
振
興
を
図

る
三
と
に
な
り
ま
し
た
。

( 願

三 友う
半なのの
しかしは
rまあ
ほのわ
か 輪せ。
た
よー

;紘t璃:
Jlm季語t
1l:Tr教:
:叉ど;ァ箸:

近
世
封
建
社
会
の
身
分
制
度

部
落
は
こ
う
し
て
作
ら
れ
た

わ
せ
て
い
る
の
だ
と
し
て
、
民
衆
の
不
平

や
反
抗
を
お
さ
え
よ
う
と
し
た
わ
け
で
す
。

「
上
見
て
暮
す
な
、
下
見
て
暮
せ
」
と
い

う
こ
と
ば
は
こ
の
意
図
を
は
っ
き
り
物
語
る

も
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
農

・
工

・
商
の
下
に
、
え
た

ひ
人
の
身
分
が
固
定
化
さ
れ
て
い
き
、
そ
の

人
達
が
住
ま
わ
せ
ら
れ
、
は
な
れ
る
こ
と
を

禁
じ
ら
れ
た
部
落
が
成
立
し
て
い
っ
た
の
で

す
。

阿
部
落
の
な
り
た
ち

おおず

さ
で
問
題
は
こ
の
江
戸
時
代
の
身
分
制
度

と
部
落
差
別
と
の
関
係
で
す
。
先
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
ご
く
少
数
の
専
政
者
が
、
多
数

E
の
民
衆
の
不
平
、
不
満
や
、
そ
れ
に
も
と
づ

広

く
反
抗
を
最
も
恐
れ
た
わ
け
で
す
。

一

そ
こ
で
お
前
達
よ
り
ま
だ
低
い
身
分
の
者

侶
が
お
り
、
お
前
達
の
好
ま
な
い
仕
事
乞
さ
せ

.

誰
も
住
も
う
と
し
な
い
荒
れ
た
場
所
に
住
ま



『広報おおずー (6).

市民の

ひろば
平
野
公
民
館
長

平
肝
公
民
館
は
住
み
よ
い

地
域
、
つ
く
り
を
基
盤
と
し
、

共
同
に
よ
る
連
萱
厄
識
の
高

揚
に
務
め
な
が
ら
よ
り
よ
い

ふ
る
さ
と
ず
つ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
基
本
方
針

ふ
品
、一

、
健
康
に
し
て
明
る
い
住

み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

二
、
勤
労
を
尊
び
豊
か
な
ふ

る
さ
と
づ
く
り

4

ニ
、
心
と
心
の
ふ
れ
合
う
楽

し
い
ふ
る
さ
と
、つ
く
り

ま
た
、
公
民
館
活
動
の
運

動
目
標
は
、

一
、
生
涯
教
育
を
通
じ
て
、

人
間
差
別
の
な
い
明
る
い

社
会
。つく
り
運
動

、
青
少
年
の
健
全
育
成
運
動

、
通
学
児
童
園
児
の

一
声
運
動

ー- 11円相155{ド4J J 20 11 

佐

木

イ屯

々

四
、
ふ
る
さ
と
の
環
境
衛
生
美
化
運
動

五
、
香
典
、
見
舞
返
し
の
自
粛
運
動

六
、
祝
祭
円
に

H
の
丸
を
掲
げ
る
運
動

七
、
祖
先
を
尊
び
老
人
を
い
た
わ
る
運
動

八
、
生
活
物
資
は
町
内
で
買
う
運
動

九
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
運
動

十
、

一
日
一
善
運
動

以
上

一
0
項
目
を
あ
げ
て
、
各
種
団
体
の
協

力
を
得
て
各
種
行
事
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
公
民
館
活
動
の
分
野
は
広
く
、
諸
活
動

の
中
か
ら
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
二
、
三

紹
介
し
ま
す
‘

一
、
壮
年
学
級
の
開
設

過
去
数
ヶ
年
に
わ
た
っ
て
、
婦
人
、
老
人

青
年
、
家
庭
、
若
妻
等
の
学
級
を
開
設
し
て

い
ま
す
が
、
地
域
の
中
心
的
役
判
茎
持
つ
壮

年
層
(
却
才
1
印
才
前
後
)
の
学
習
の
場
を

持
つ
事
が
重
要
で
は
な
い
か
と
、
壮
年
者
か

右往

JJ 11 I人1 毛色子 参IJII行

1lI-J.1t'I?ェに
5 J J 19 r 1 大洲市づくり川fジョ 54.?'， 

ンにっし、て

7 J]l811 
成人ワ~ {-の健康づくり

34名
について

9 J J 8 11 
ソフトポール大会

34.?'， u吋止)

1l}J811 
大洲市のJミ米像につい

22.?'， 
て

12月811 
地域づ く り に つ い て 身

45名
える

2 J J 25 I1 父税の役;時IJについて 33名

3 J J 2611 
Ni.ll[の教育問題につい

て 汚える J!l-J ，:，Y?ェ℃

ら
の
意
見
が
あ
り
、
自
発
的
な
創
意
と
工
夫

の
下
で
計
画
を
樹
立
し
、
呼
び
か
け
た
結
果

六
十
二
名
の
賛
同
を
得
て
、
初
年
度
の
学
習

会
を
長
の
通
り
開
設
し
た
。

二
、
老
人
憩
い
の
部
屋
の
開
設

老
令
化
社
会
時
代
に
対
応
し
て
、
公
民
館

内
に
老
人
憩
い
の
部
屋
を
開
設
し
、
毎
週
月

曜
日
を
老
人
憩
い
の
日
と
定
め
、
お
年
寄
は
、

自
由
に
利
用
し
て
健
康
管
理
に
心
掛
け
、
安

ら
ぎ
と
生
き
が
い
を
求
め
て
楽
し
い
日
常
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

参
考
ま
で
に
備
え
つ
け
器
具
を

部
紹
介

し
ま
す
と
、
ぶ
ら
さ
が
り
健
康
器、

フ
ジ
ベ

ル
タ
l
、
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
i
、
ロ
ー
ラ
ー
ウ

ェ
ー
ブ
、
血
圧
計
、
ス
テ
レ
オ
ラ
ジ
オ
カ
セ

ッ
ト
、
ト
ラ
ン
プ
、
将
棋
板
な
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
生
涯
学
習
の
一

端
を

担
う
公
民
館
活
動
a

乞
通
じ
、
地
域
住
民
の
要

求
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
く
ら
し
の
中
に
生

か
せ
る
学
習
の
場
、
「
い
こ
い
の
場
」
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す。

平
野
公
民
館
で
は
、

地
区
住
民
の
学
習
要

求
を
把
握
し
、
即
応
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
で

幅
広
い
社
会
教
育
を
行
い
、
と
り
あ
え
ず
昭

和
五
十
五
年
度
は
各
種
グ
ル
ー
プ
を
育
成
す

る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
の
連
帯
感
か
ら
地

域
護
憲
に
、
ひ
い
て
は
社
会
連
葉
u

へ
と

展
開
で
き
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
募
集

現
在
管
理
を
し
て
い
る
市
営
住
宅
に
空
家

が
発
生
し
た
場
合
に
入
居
で
き
る
、
補
欠
入

居
者
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

募
集
注
毛

肱
南
、
肱
北
、
新
谷
地
区
に
あ

る
市
営

(公
営
)
住
宅
。

入
居
者
資
格

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

一
、
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

る
こ
と
。

二
、
入
居
申
込
者
及
び
同
居
親
族
の
過
去

一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
(
同
居
親
族
、
扶
養
親
族
、
老
人

扶
養
親
族
、
障
害
者
、
老
年
者
、
寡
婦

)
を
行
い
さ
ら
に
十
二
で
除
し
た
額
が

第一

種
住
宅
に
お
い
て
は
五
万
五
千
円

を
こ
え
九
万
五
千
円
以
下
で
あ
る
人

第
二
種
住
宅
に
お
い
て
は
五
万
五
千
円

以
下
で
あ
る
人
。

二一
、
現
に
同
居
ま
た
は
、
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。(
入
居
後
三
ヶ

月
以
内
に
同
居
で
き
る
婚
約
者
を
含
む
。
)

四、

現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
こ
と
。

受
付
期
間
、

場
所

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
十
一
日
(
月
)

か
ら
昭
和
五
十
五
年
五
月
十
五
日
(
木
)

ま
で
市
建
築
住
宅
課
で
受
付
い
た
し
ま

す。入
居
申
込
用
紙
は
市
建
築
住
宅
課
に
あ

り
ま
す
。

補
欠
入
居
順
位
の
決
定
方
法

昭
和
五
十
五
年
五
月
二
十
七
日
(
火
)

十
四
時
よ
り
大
洲
市
立
中
央
公
民
館
に

お
い
て
抽
せ
ん
を
行
い
入
居
順
位
を
決

定
い
た
し
ま
す
。

な
お
母
子
世
帯
、
老
人
世
帯
、
身
体
障

害
者
世
帯
に
つ
い
て
は
そ
の
状
況
に
よ

り
補
欠
順
位
を
優
先
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
建
築
住
宅
課
へ
台

た
ず
ね
下
さ
い
。

補
欠
入
居
の
期
間

昭
和
五
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
昭
和
五

十
六
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
空
家
が

発
生
し
た
場
合
入
居
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。
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臥
龍
山
荘
へ
ど
う
、
ぞ

名
勝
「
臥
龍
山
荘
」
が
、

四
月

一
日
か
ら

一
般
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

城
下
町
大
洲
東
端
、
肱
川
流
域
随

一
の
景

勝
地

H

臥
龍
朔
を
臨
む
三
千
坪
の
山
荘
で

す。

神
楽
山
を
背
に
東
南
の
富
士
(
と
み
す
)

梁
瀬
の
山
々
と
肱
川
、
如
法
寺
河
原
の
自
然

を
と
り
入
れ
た
借
景
庭
園
は
、
自
然
と
人
工

ず

の
典
雅
な
調
和
を
み
せ
ま
す
。

お
臥
龍
院
、
不
老
庵
、
知
止
院
の
三
建
築
物

お

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
数
奇
を
こ
ら
し
た
逸
品
揃

報

い
で
す
。
春
夏
秋
冬
四
季
折
々
に
深
い
趣
な

4
ど
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

例

会
般
を
利
用
し
て
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
覧
時
間
等
は
次
の
通
り
で
す。

九
時
1
十
八
時

(3
月
初
日

1
叩
月
紅
白
)

九
時
1
十
七
時

(日
時
1
日
1
3
月
日
日
)

な
お
終
了
三
十
分
前
に
札
止
。

※
観
覧
日
水
曜
日

1
月
曜
日

た
だ
し
、
ロ
月
お
日

1
1
月
3
日
は
休
み

※

料

金

大

人

二
O
O円

小

人

五

O
円

た
だ
し
、
幼
児

(保
護
者
同
伴
で
五
歳
以

下
の
者
二
名
ま
で
)
と
身
体
障
害
者
手
帳
、

老
人
手
帳
所
持
の
方
は
無
料
で
す
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
市
商
工
観
光
課
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

「勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
と
は
」

昭
和
四
十
五
年
五
月
二
十
五
日
に
公
布
さ

れ
た
「
勤
労
青
少
年
福
祉
法
」
は
、
勤
労
青

少
年
の
福
祉
に
関
す
る
原
理
を
明
ら
か
に
し

勤
労
青
少
年
の
職
業
指
導
の
充
実
、
職
業
訓

練
の
奨
励
、
福
祉
施
設
の
設
置
等
の
措
置
を

計
画
的
に
推
進
し
て
勤
労
青
少
年
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
と
い
う
目
的
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。大

洲
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
法
律
の
精
神

に
則
り
、
中
央
公
民
館
と
併
設
し
て
、
昭
和

四
十
九
年
に
「
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
」
が
開

館
さ
れ
、
現
在
二
二

O
名
の
の
働
く
青
少
年

が
、
花
道
、
茶
道
の
両
整
豆
、
人
形
劇
へ
ソ

太
郎
、
L
M
セ
の
会
、
う
た
ご
え
、
卓
球
、

大
洲
市
立
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
便
り

。一
J

Z

串

1
¥

品
開
ハ

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
最
近
よ

う
や
く
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
利
用
者

も
多
く
な
り
喜
ん
で
い
ま
す。

「マ
マ
さ
ん
映
写
授
師
誕
生
」

十
六
ミ
リ
映
画
映
写
技
術
は
、
映
写
機
の

改
良
等
に
よ
り
大
変
や
さ
し
く
な
り
ま
し
た
。

昨
年
、
大
洲
小
学
管

・

T
-A
の
奥
さ
ん

四
名
の
方
が
来
ら
れ
、
映
写
技
術
の
指
導
を

お
願
い
し
ま
す
と
申
し
出
ら
れ
た
の
で
、
さ

っ
そ
く
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
半
日
が

か
り
で
理
論
と
実
技
研
修
を
行
い
立
派
に
映

写
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
「
修
了
認
定
書
」

を
交
付
い
た
し
ま
し
た
。

受
講
後
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、
婦
人
会
研
修

に
映
画
を
利
用
氾
寸
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
方
々
は
、
斉
藤
光
栄
さ
ん

(城
山
)

二
宮
由
子
さ
ん

(城
山
)
兵
頭
恵
美
子
さ
ん

(城
山
)
宮
内
峯
子
さ
ん

ざ
プ
丸
)
で
す
。

空
手
、
ギ
タ
!
、
社
会
建
設
隊
、

バ
ド
ミ
ン

ト
ン
等
の
サ
ー
ク
ル、

ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ

楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
N
H
K
の

「
あ
な
た
の
中
継
車
」
で
、
ホ
ー
ム
の
活
動

の一

部
を
紹
介
、
ま
た
、
社
会
建
設
隊
で
は
、

年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
i
パ
i
ゲ
ン
を
行
い
、
市

内
、
喜
多
郡
内
の
七
施
設
に
そ
の
収
益
金
を

お
く
る
等
各
サ
ー
ク
ル
は
各
々
の
特
色
を
生

か
し
て
、
楽
し
く
集
団
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
利
用
者
の
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
の

新
設
も
施
設
の
許
す
か
ぎ
り
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
の
利
用
は
、
ホ
l
ム
所
定
の
「
利

用
許
可
申
請
書
」
に
記
入
し
て
、
ホ
ー
ム
に

楽
し
い
集
い
に
映
画
を
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。
子
供
向
け
の
「
マ
ン
ガ
」
、
「
劇
映
画
」

な
ど
た
く
さ
人
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

映
写
機
も
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。

映
画
目
録
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

市
立
中
央
公
民
館
内
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
へ
遠

慮
な
く
お
で
か
け
下
さ
い
。

電

話

回

l
三
一
六
一

i た
i 甫 ば i
ま内こ

ー しでは -

iよ買
iうい i 

提
出
し
て
許
可
証
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
利

用
は
無
料
で
す
。
そ
の
他
利
用
時
間
、
休
館

日
等
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

以
上
、
ホ
l
ム
の
大
要
で
す
が
、
広
く
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
え

τ、
折
角
の
施
設

が
有
意
義
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。
特
に
雇
用
主
の
方
々
、
ご
父
兄
の
皆
棟

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た

す
と
共
に
、

働
く
若
者
の
皆
さ
ん
方
、

仲
間

と
共
に
楽
し
く
余
暇
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
利
用
者

一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

間週烏

5月10日

愛

---5月16日



おおずー(8)-

新
刊
図
書
案
内
図

書
館

東
駄
の
文
学
児
冊

コ
ス
モ
ス

V
・
ゴ
ン
ブ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ

息

吹

き

H
・
マ
ン

ノ
ン
カ
の
愛

I
・
ぺ
ト
ロ
フ

時
間
と
分

A

・
ベ
ド
ナ
l
ル

ボ
ス
ニ
ア
物
語

I
・
ア
ン
ド
リ
ッ
チ

星
の
あ
る
生
活

I
・
ヴ
ァ
イ
ル

タ

バ

コ

(1
・
2
)
D
・デ
ィ
l
モ
フ

夜

の

紅

茶

江

藤

淳

著

火

の

十

字

架

森

村

誠

一
著

斎

藤

茂

吉

伝

柴

生

田

稔

著

や

ま

あ

い

の

煙

重

兼

芳

子

著

モ
ッ
キ
ン
グ
パ

i
ド
の
い
る
町

森

雄

子
著

原

発

死

松

本

直

治

著

広報

人
閉
ざ
か
り
は
百
五
歳

地
球
社
会
学
の
構
想

ガ
ン
回
廊
の
朝

新
井
臼
石
闘
い
の
肖
像

忘
れ
ら
れ
な
い
本

冬
の
明
り

昭
和
市
内
葉
集
ロ
・
日
巻

人
類
の
知
的
遺
産
2
・は山
巻

茶
の
や
き
も
の

(日
本
)

茶
菓
子
十
二
ヶ
月

茶
花
十
.
一ヶ
月

点
心
卜
二
ヶ
月

辻
留
の
茶
懐
石

モ
ン
モ
ン
ク
は
や
さ
し
い

大
西
良
慶
著

小
松
左
京
著

柳
田
邦
男
著

入
江
隆
則
著

朝
日
新
聞
社
編

日
井
有

一
…者

講

炎

社

田
宗
光
著

鈴
杢
示
康
著

山
慶
一
ホ
山
著

井
口
海
仙
著

述

嘉

一
著

名
木
田
恵
子
著

他
日
目
冊

~ 
水は大切に

使いましょう
• 
ー' 、

水道の故障は

次の水道組合ヘ
(円11M祭日制;J，11基}'H)

当番医 修理にあたる業者 連 絡 先

5月 3日 浜 FLIポンプ庖 TEL 4 -3086 

5月 4日 星加 鉄 工 所 // 6 -0065 

5月 5日 土居 鉄 工 所 ク 4 -4519 

5月11日 一 j京 号日又JL 備 // 4 -3783 一・

5月18日 情)市 予 水道 住設 // 4 -4577 

5月25日 (附ダイキ衛工大洲j古 // 4 -0758 

ー一昭和55年4Tl 20 I::l 

⑩ 
⑧ 

⑧ 

⑩ ③ 
⑧ 

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

V
交
通
事
故
相
談
日

と

き

5
月
8
日

山

時

1
M
時

。

初

日

。

と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

V
人
権
相
談
日

と

き

5
月
初
日
目
時
i
m
時

と
こ
ろ
社
会
制
祉
協
議
会
事
務
局

V
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

5
月
ロ
日
日
時
1
日
時

o
m目
。

や

お

目

。

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

V
{丞
腔
児
童
相
談
日

と

き

毎

日

9
時
i
m
時

た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

日
曜
日
、
祭
日
は
休
み
ま
す
。

と
こ
ろ
大
洲
市
福
祉
事
務
所

V
行
政
相
談
日

と

き

5
月

μ
日

日

時

i
m時

と
こ
ろ
大
洲
市
民
会
館

V
不
動
産
相
談
日

と

き

毎

月

日

日

刊

時

1
日
時

と
こ
ろ
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
大
洲
支

部
(
大
洲
市
東
大
洲
四
O
七
鮒

フ
ヂ
エ
ダ
内
)

乳

幼

児

健

康

診

査

実
施
日

該

当

者

5
月
6
日
昭
和
白
年
2
月
生

5
月
8
目
。
日
年
日
月
生

5
月
日
目
。
日
年
刊
月
生

5
月
初
日

o

M
年
5
月
生

5
月

幻

目

。

臼

年

5
月
生

※
は
肱
南

・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
午
後

一
時
三
O
分
1
二
時

実
施
場
所

大
洲
保
健
セ
ン
タ
ー ※ ※※  

ま
ご
こ
ろ
の

ぷ!コ

気iJ 

お
く
り
も
の

金

一
封

中

村

有

本

豊

子

金

一
封

新

谷

青
野

利

幸

二
万
円
(
人
形
劇
団
京
芸
ポ
ケ
ッ
ト
班
公

演
の
収
益
金
)
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
へ
ソ

太
郎
」
代
表
者
大
川
隆
行

五
千
円
(
謝
礼
金
と
し
て
)

県
社
協
福
富
都
代
子

千
円
(
寄
附
金
と
し
て
)

若

宮

祖

母

井

紀

史

(撞
疋
配
分
)

金

一
封

(八
多
喜
公
民
館
へ
)

手

成

岡

本

ツ

ル

ヱ

金

一
封
(
新
谷
老
人
会
へ

)

新
谷
町

坂
口
秋
夫

一
万
円
(
国
民
健
康
保
険
よ
り
の
葬
祭
費

を
と
み
す
寮
へ
)
殿
町

久
保

正
友

(
物
品
の
口
座
)

学
生
服
二
十
五
組

殿
悶丁

沖
永
呉
服
庖

長
着
外
十
六
点
柚
木
平
田
ツ
ヤ
カ

夜
具
外
三
十
二
点
大
洲
電
報
電
話
局

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
預
託
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

⑨ 
⑧⑥ 
⑧ 
⑨ 
⑧ 

5
月
3
日

5
月
4
日

5
月
5
日

5
月
日
日

5
月
四
日

5
月
お
日

大震大
。支給。実

病 医 病

T且花L TEL 
④④④  

望雲 望

。

「
広
報
お
お
ず
」
の
係
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
直
接
市
政
に
生
か
す
た
め
に
、

次
の
要
領
で
ご
意
見
、
要
望
等
を
募
集
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

大
洲
市
六
九
O
ー

一

大
洲
市
役
所
市
長
公
室
内

広
報
お
お
ず
「
市
民
の
こ
え
」

係

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

あ
て
先

特
に
市
の
仕
事
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
こ
の
ぺ

i
ジ
を

ご
利
用
下
さ
い
。


